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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

赤
十
字
の
創
始
者
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
（
第

1
回
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
）
の
誕
生
日
5
月
8
日

に
因
ん
で
、
赤
十
字
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
5
月
に
実
施
さ
れ
て
い
た
「
世
界
赤

十
字
デ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
D
A
Y
」
が
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
11
日

（
土
）
に
5
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
二
日
市
地
区
の

会
員
有
志
24
名
と
二
日
市
東
地
区
の
会
員
有
志
4

名
が
清
掃
奉
仕
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

奉
仕
作
業
は
、
J
R
二
日
市
周
辺
の
除
草
、
空

き
缶
・
ご
み
等
の
回
収
、
植
木
の
剪
定
な
ど
で
、

シ
ニ
ア
連
の
ほ
か
筑
紫
野
市
役
所
・
二
日
市
お
よ

び
二
日
市
東
の
各
運
営
協
議
会
な
ど
か
ら
37
名
が

奉
仕
に
あ
た
り
ま
し
た
。

476名476名会員数会員数【会長　大串　俊二】【会長　大串　俊二】

471名471名会員数会員数【会長　　井上　章】【会長　　井上　章】

二日市地区二日市地区シニアクラブ連合会シニアクラブ連合会

二日市東地区二日市東地区シニアクラブ連合会シニアクラブ連合会二日市東

二日市

世界赤十字デーで世界赤十字デーで
JR二日市駅周辺を清掃奉仕活動JR二日市駅周辺を清掃奉仕活動
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小
枝
の
剪
定
を
行
い
、
2
日
（
日
）

は
、
会
員
16
名
、
子
ど
も
会
か
ら
は

子
ど
も
8
名
と
保
護
者
15
名
が
参
加

し
て
刈
取
っ
た
草
や
小
枝
を
集
め
て

ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
る
作
業
を

行
い
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
58
袋
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
子
ど

も
会
か
ら
の
参

加
で
貴
重
な
世

代
間
交
流
の
場

と
な
り
ま
し

た
。

　
曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
と
き
わ
会
）

で
は
「
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
へ
の
恩
が

え
し
」
を
基
本
目
標
に
諸
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
町
内
に
あ
る
公
園
清

掃
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
1
回
目
と
な
る
紫
児
童
公

園
の
清
掃
作
業
を
6
月
1
日
（
土
）、

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
と
き
わ
会
）

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
と
き
わ
会
）

【
会
長　

渡
邉　

英
敏
】】

子
ど
も
会
と
公
園
清
掃
を
実
施

二日市

54
名

会
員
数

2
日
（
日
）
の
両
日
で
実
施
し
ま
し

た
。
作
業
実
施
に
あ
た
り
、
会
員
に

は
ク
ラ
ブ
の
情
報
紙
「
と
き
わ
会
情

報
」
を
通
じ
て
知
ら
せ
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
子
ど
も
会
に
も
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
爽
や
か
な
好
天
に
恵
ま

れ
、
1
日
（
土
）
は
、
役
員
と
会
員

有
志
7
名
で
草
の
刈
取
り
や
植
栽
の

58 袋を回収！58袋を回収！
貴重な世代間交流となりました♪貴重な世代間交流となりました♪

「
ダ
ー
ツ
の
集
い
」開
催
！

皆
で
一
喜
一
憂
し
て
楽
し
い
時
間

若
中
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

若
中
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

濵
田　

健
一
】

二日市東

56
名

会
員
数

　

若
中
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
６
月

17
日
（
月
）「
ダ
ー
ツ
の
集
い
」
を

開
催
し
た
。
参
加
人
員
は
20
名
弱
で

あ
っ
た
が
、
一
投
一
投
に
全
員
が
一

喜
一
憂
し
た
。

　
「
ワ
ッ
50
点
に
矢
が
命
中
し
た
‼
」

「
○
○
さ
ん
ス
ゴ
イ
‼
」「
オ
シ
カ
ッ

タ
ネ
‼
」「
3
倍
の
所
か
ら
矢
が
ハ

ズ
レ
タ
ネ
‼
」

　

ゲ
ー
ム
は
各
人
が
3
本
の
矢
を
投

げ
て
点
数
を
記
録
し
、
こ
れ
を
8
回

投
げ
て
総
計
の
点
数
で
順
位
を
決
め

る
「
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
方
式
」
と
、

勝
ち
抜
き
戦
で
勝
敗
を
決
め
る
「
ア

ン
ダ
ー
ザ
ハ
ッ
ト
方
式
」
で
、
約
2

時
間
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

福
岡
県
ダ
ー
ツ
協
会
か
ら
、
3
名

の
指
導
員
を
お
願
い
し
、
矢
は
こ
の

よ
う
に
投
げ
る
、
矢
を
盤
面
か
ら
抜

く
時
は
左
側
に
ま
わ
し
て
抜
く
等
、

基
本
的
な
事
柄
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

も
ら
っ
た
。

　

成
績
順
に
さ
さ
や
か
な
景
品
を
渡

し
、
会
員
の
親
睦
を
図
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
定
期
的
に
開
催
し
て
会
員
の

技
術
の
向
上
を
図
り
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
参
加
者
の
上
位
成
績
者
は
、

中
村
氏
３
９
７
点
、
馬
場
氏
３
９
２

点
、
濵
田
氏
３
７
９
点
、
加
治
屋
氏

３
４
３
点
で
あ
っ
た
。
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む
さ
し
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は

3
年
余
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止
し

て
い
た
恒
例
の
新
春
三
社
詣
り
を
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
社
協
バ
ス
定
員
25

席
が
即
座
に
満
席
に
な
る
な
ど
会
員

の
旅
好
き
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
唐
津
方
面
に
お
け
る
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
評
価
の
高
い

①
疫
病
、
厄
病
を
祓
う
神
と
し
て
湊

疫
神
社
、
②
秋
季
例
大
祭
「
唐
津
く

ん
ち
」
で
知
ら
れ
る
唐
津
神
社
、
③

旧
松
浦
地
方
の
総
社
と
し
て
尊
崇
さ

れ
る
鏡
神
社
の
三
神
社
を
選
び
ま
し

た
。

　

出
発
の
1
月
12
日
（
金
）
は
1
月

と
は
思
え
な
い
程
暖
か
く
好
天
に
恵

ま
れ
、
福
岡
都
市
高
速
と
西
九
州
自

動
車
道
を
進
み
、
途
中
青
々

と
し
た
大
海
の
玄
界
灘
を
横

目
に
一
路
唐
津
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

　

境
内
で
は
思
い
思
い
に
ご

家
族
の
健
康
、
ご
多
幸
を
祈

願
し
、
お
み
く
じ
を
引
い
て

ニ
ッ
コ
リ
す
る
人
、
ま
た
お

互
い
に
見
せ
合
っ
て
大
笑
い

す
る
人
な
ど
修
学
旅
行
な
ら

ぬ
平
均
年
齢
8?
歳
の
ジ
ー
ジ
・

バ
ー
バ
の
旅
行
で
す
。

　

特
に
湊
疫
神
社
で
は
宮
司
さ
ん
の

案
内
で
拝
殿
で
の
祝
詞
の
後
玉
串
を

捧
げ
、
全
員
で
拝
礼
作
法
の
「
2
礼

2
拍
手
1
礼
」
を
行
う
な
ど
思
い
も

よ
ら
な
い
暖
か
い
お
も
て
な
し
を
受

け
ま
し
た
。

　

昼
食
は
牡
蠣
小
屋
で
先
ず
店
員
さ

ん
か
ら
牡
蠣
の
焼
き
方
の
手
解
き
を

受
け
、
牡
蠣
・
鮑
・
サ
ザ
エ
・
海
老

の
魚
介
類
の
ほ
か
佐
賀
牛
も
食
材
に

追
加
さ
れ
豪
華
な
網
焼
き
に
1
0
0

％
の
満
腹
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

帰
路
は
「
道
の
駅
」
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
、
ほ
ど
よ
い
バ
ス
の
揺
れ

を
子
守
歌
に
し
て
恒
例
の
居
眠
り
タ

イ
ム
で
す
。
き
っ
と
今
日
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

49名49名会員数会員数【会長　森﨑　勝彦】【会長　森﨑　勝彦】

むさしヶ丘シニアクラブむさしヶ丘シニアクラブ二日市東

新春三社詣りを再開！新春三社詣りを再開！
 唐津でパワースポット巡りの旅 唐津でパワースポット巡りの旅
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4
月
19
日
（
金
）、
御
笠
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
ペ
タ
ン
ク

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
御
笠
地
区
予
選
会
で
も
あ
り
、

早
朝
9
時
か
ら
男
女
総
勢
45
名
10

チ
ー
ム
が
参
加
。
上
位
4
チ
ー
ム

が
6
月
10
日
（
月
）
諸
田
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
開
催
の
筑
紫
野
市
ペ

タ
ン
ク
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。 御

笠
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会２

３
８
名

会
員
数

【
会
長　

槻
木　

繁
美
】

御　笠早
朝
か
ら
45
名
で
奮
戦
！

�

上
阿
志
岐
西
A
地
区
が
代
表
に

参加者の皆さんお疲れ様でした！参加者の皆さんお疲れ様でした！

順　位 チーム名

優　勝 上阿志岐西 A

準優勝 天山

第３位 上阿志岐東

第３位 牛島 B

第５位 上阿志岐西 B

大会結大会結果果

　

４
月
20
日
（
土
）
11
時
よ
り
針
摺

東
公
民
館
で
会
員
数
99
名
中
参
加
61

名
で
、通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
2
部
は
懇
談
会
と
な
り
、
ビ
ー
ル

と
花
見
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
兼
ね
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
豊
満
会
）

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
豊
満
会
）

【
会
長　

長
尾　

龍
雄
】】

二日市東

会
員
数

99
名

２
０
２
４
年
度
通
常
総
会
開
催

第
２
部
は
懇
談
会
で
賑
や
か
に
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5
月
10
日
（
金
）、
御
笠
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
で
「
歩
け
歩
け
運
動
」
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
性 

27

名
、
女
性
30
名
の
合
計
57
名
。
10

時
に
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
集
合
し
、
御
笠
グ
ラ
ウ
ン
ド

近
郊
を
一
周
し
ま
し
た
。

　

入
念
な
準
備
体
操
を
し
て
身
体

を
解
し
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

宝
満
山
を
背
に
し
て
、
長
閑
な
御

笠
の
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
ニ

コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で
中
間
地
点
御
笠

　

4
月
19
日
（
金
）
に
来
賓
と
し

て
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
島
村
会
長
と
、
会
場
で
も
あ

る
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
雪
村
館
長
に
列
席

頂
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者

は
77
名
。

　

総
会
で
は
、
今
年

の
大
き
な
テ
ー
マ
は

『
今
後
の
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
発
展
の
た
め
に

も
、
会
員
増
強
が
急

務
で
あ
る
』
と
の
認

識
で
一
致
。
ま
た
、

司
会
者
、
議
長
も
初

め
て
の
挑
戦
で
相
当

緊
張
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
無
事
大
役

を
果
た
さ
れ
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
活
躍
に
、

大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会
員
増
強
に
向
け
心
機
一
転

グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
歩
き
、
水
分
補

給
と
ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
済
ま
せ
御

笠
コ
ミ
セ
ン
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

一
人
の
落
伍
者
も
な
く
全
員
元

気
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
ひ

と
安
心
。「
歩
け
歩
け
運
動
」
の
後

は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
な
る

と
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
皆
さ
ん 

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
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筑
紫
南
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

筑
紫
南
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

隈
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

隈
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

松
永　

達
始
郎
】】

【
会
長　

田
中　

光
】】

筑紫南

筑紫南

会
員
数

会
員
数

３
８
３
名

26
名

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

筑
紫
南
地
区

　

女
性
部
頑
張
っ
た
よ
〜
！

　

春
季
大
会
の
出
場
枠
が
24
名
の

と
こ
ろ
、
27
名
の
予
定
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　

4
月
25
日
に
予
選
会
を
実
施
し

挑
ん
で
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

筑
紫
南
地
区
の
参
加
者
は
、
美
し
が

丘
北
5
名
、
美
し
が
丘
南
2
名
、
西

小
田
6
名
、
原
田
4
名
、
光
が
丘
7

名
、
計
24
名
の
方
々
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

5
月
17
名
、
諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
１
８
４
名
が
参
加
し
て
春

季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
成
果
が
発
揮
で
き

た
人
は
成
績
に
も
反
映
で
き
て
入

賞
し
ま
し
た
。

　

成
績
発
表
の
結
果
は
、
男
性
の

部
、
筑
紫
南
地
区
か
ら
の
入
賞
者
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

女
性
の
部
、
筑
紫
南
地
区
か
ら
は

優
勝
・
木
村
庸
子
（
美
し
が
丘
北
）、

２
位
・
中
野
亜
子
（
美
し
が
丘
南
）、

４
位
・
松
岡
万
寿
美
（
美
し
が
丘
北
）

の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

今
回
入
賞
を
逃
し
た
方
々
、
お

よ
び
、
入
賞
を
狙
っ
て
い
る
方
、

練
習
を
重
ね
、
ま
た
、
鍛
錬
し
て

秋
季
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
文
責
：
兼
田　

清
）

　

隈
地
区
の
隈
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

田
中
光
会
長
の
指
導
の
も
と
、
地
域

の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
12
月
10
日
、
隈
日
吉
神

社
で
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
、
男
性
6
名
、
女
性
8

名
の
計
14
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
境
内
お
よ
び
周
辺
道
路
の
清
掃

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
結
束
を
深
め
、
神
社
と
そ
の

周
辺
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
素

晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
清
掃
活
動

隈
日
吉
神
社
境
内
お
よ
び
、
周
辺

道
路
清
掃

実
施
日
：
令
和
５
年
12
月
10
日

参
加
者
：
男
性
6
名
、
女
性
8
名

　
　
　
　

計
14
名
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会
員
の
交
流
を
高
め
る
た
め
、
月

1
回
「
ゆ
う
ゆ
う
会
の
日
」
を
設
け
、

5
月
は
新
緑
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
し
ま
し
た
。

　

原
田
公
園
か
ら
目
的
地
で
あ
る
上

原
田
公
園
の
往
復
3
㎞
余
の
コ
ー
ス

を
少
人
数
で
し
た
が
晴
天
に
恵
ま

れ
、
楽
し
く
心
地
良
い
汗
を
か
き
な

が
ら
の
歩
き
で
し
た
。

　

目
的
地
で
は
30
分
く
ら
い
の
休
憩

に
と
ど
め
、
2
時
間
半
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

実
施
日
：
令
和
6
年
4
月
20
日

参
加
者
：
男
性
17
名
、
女
性
20
名

　
　
　
　
計
37
名

　

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
ゆ

う
ゆ
う
会
）
の
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美
し
が
丘
南

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
ゆ
う
ゆ
う
会
）

（
ゆ
う
ゆ
う
会
）

【
会
長　

伊
藤　

嘉
裕
】

伊
藤　

嘉
裕
】

筑紫南

会
員
数

52
名

会
員
の
交
流
深
め
る
日

「
ゆ
う
ゆ
う
会
の
日
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

実
施
日
：
令
和
6
年
5
月
17
日

参
加
者
：
男
性
2
名
、
女
性
5
名

　
　
　
　
計
7
名

令
和
令
和
66
年
度
総
会
開
催
！

年
度
総
会
開
催
！

定期的な運動
週に少なくとも 150 分の中程度の有酸素
運動を目指しましょう。
バランスの取れた食事
野菜や果物、魚、肉、豆類、乳製品など
をバランス良く食べることで筋肉の維持
や免疫力の向上をサポートします。

みんなで防ごう！フレイル予防活動みんなで防ごう！フレイル予防活動
活動や生活習慣の改善が効果的です。皆さんもフレイル予防にいかがですか？

社会参加
地域のイベントやクラブ活動、ボラン
ティア活動に参加することで、社会的
なつながりを保ち、精神的な健康を維
持します。友人や家族との交流を大切
にしましょう。
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美
し
が
丘
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
い
き
い
き
会
）

美
し
が
丘
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
い
き
い
き
会
）

【
会
長　

兼
田　

清
】】

筑紫南

会
員
数

36
名

1
月
28
日（
日
）新
年
会

　

新
春
に
願
う
心
は
穏
や
か
に

3
月
11
日（
月
）カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

歌
っ
て
・
踊
っ
て
・
気
分
は
最
高

美
し
が
丘
北「
い
き
い
き
会
」活
動
日
誌

　

元
日
早
々
、
能
登
半
島
に
於
い

て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
と
い
う

大
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
思
い

起
こ
せ
ば
19
年
前
に
九
州
で
も
「
福

岡
県
西
方
沖
地
震
」
M
7
・
0
、

8
年
前
「
熊
本
地
震
」
M
6
・
5

と
M
7
・
3
の
2
度
揺
れ
ま
し
た
。

災
害
も
大
き
か
っ
た
の
が
思
い
出

さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、防
災
訓
練
・

必
需
品
の
備
蓄
・
自
助
の
対
応
な

ど
含
め
、
美
し
が
丘
北
自
治
会
の

防
災
訓
練
の
実
施
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
有
難
く
認
識
し
ま
し
た
。

　

お
祝
い
事
「
新
年
会
」
を
す
る

の
が
後
ろ
め
た
い
環
境
も
あ
る
な

か
、
い
き
い
き
会
は
〝
明
る
く
〟・

〝
楽
し
く
〟・〝
元
気
に
〟
を
モ
ッ
ト

ー
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
カ
ラ
オ

ケ
」
と
「
頭
の
体
操
（
間
違
い
探

し
）」
を
企
画
。
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間

は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
慢
の
喉
を
披
露
、

「
河
内
お
と
こ
節
」
が
始
ま
る
と
5

〜
6
人
が
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
出

連
発
で
大
盛
り
上
が
り
、
踊
り
手

た
ち
の
励
み
と
な
り
最
高
の
「
炭

坑
節
」
盛
大
に
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
方
、
応
援
団
に
、
伊
藤
・
秋
吉
・

赤
池
・
山
内
、「
い
き
い
き
会
」
総

勢
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

し
て
新
年
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
、

身
も
心
も
最
高
潮
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
脳
の
活
性
化
を
狙
っ
た
頭

の
体
操
に
移
り
、
参
加
者
に
2
枚

の
絵
の
中
の
間
違
い
7
ヶ
所
を
早

く
、
正
し
く
、
見
つ
け
る
競
技
を

行
い
、
順
位
を
決
め
、
上
位
順
に

賞
品
を
贈
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

娯
楽
の
一
環
と
し
て
参
加
、
爺

ち
ゃ
ん
も
婆
ち
ゃ
ん
も
輪
に
な
っ

て
一
緒
に
「
炭
坑
節
」
を
歌
い
踊

り
ま
し
た
。
筑
紫
野
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
娯
楽
室
に
お
い
て
、
市

シ
ニ
ア
連
主
催
「
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
」
の
催
し
が
行
わ
れ
、
美
し
が

丘
北
「
い
き
い
き
会
」
も
出
場
、「
港

ヨ
コ
ハ
マ
m
y
・
l
o
v
e
」
を

高
橋
さ
ん
、
炭
坑
節
は
兼
田
が
歌

い
踊
り
手
伊
藤
・
内
野
・
木
村
・

高
橋
・
松
岡
・
増
本
・
林
田
、
飛

び
入
り
で
司
会
者
安
達
さ
ん
も
参

加
、「
月
が
出
た
出
た
～
」
に
合
わ

せ
て
踊
り
出
し
、
お
爺
ち
ゃ
ん
（
木

村
）
お
婆
ち
ゃ
ん
（
林
田
）
が
登

場
す
る
と
会
場
は
一
斉
に
拍
手
の

・大声で歌ってストレスを発散できる！
・歌うことで呼吸器や心臓の機能が向上！
・友人と楽しみながら交流が深まる！

とってもいいことばかり！とってもいいことばかり！
カラオケメリット♪カラオケメリット♪
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も
あ
れ
ば
、
踊
り
は
下
手
と
言
っ

て
は
、
そ
の
場
で
手
を
振
り
、
足

を
振
っ
て
の
所
作
で
誤
魔
化
し
、

踊
り
も
い
ろ
い
ろ
遊
び
も
い
ろ
い

ろ
の
1
日
で
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
筑
紫
南
地
区
合

同
の
「
歩
け
歩
け
運
動
・
花
見
会
」

を
企
画
、
張
り
切
っ
て
迎
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
日
は
雨
天
と
な

っ
て
し
ま
い
弁
当
も
注
文
済
の
た

め
、
仕
方
な
く
会
場
を
公
民
館
に

移
し
て
実
施
。

　

花
は
会
場
の
お
嬢
さ
ま
方
を
愛

で
つ
つ
食
事
を
済
ま
せ
、
室
内
競

技
・
鳩
ポ
ッ
ポ
体
操
を
や
り
ま
し

た
。

　

26
人
が
輪
に
な
っ
て
イ
ス
に
座

り
3
個
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ジ
ャ

ン
ケ
ン
す
る
遊
び
で
す
。
た
か
が

ジ
ャ
ン
ケ
ン
さ
れ
ど
ジ
ャ
ン
ケ
ン
。

眼
差
し
は
真
剣
、
勝
っ
た
時
の
喜

び
と
負
け
た
悔
し
さ
の
姿
は
幼
児

に
戻
っ
て
、
笑
い
が
会
場
に
拡
が

り
醸
し
出
す
雰
囲
気
は
最
高
で
し

た
（
※
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
隣
の
方

と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
負
け
た
方
が
ボ
ー

ル
を
持
っ
て
繰
り
返
し
、
2
個

も
っ
た
方
は
、
鳩
ポ
ッ
ポ
の
歌
に

合
わ
せ
て
即
興
で
踊
る
）。

　

ボ
ー
ル
を
お
尻
に
当
て
た
り
、

胸
や
頭
に
も
当
て
笑
い
を
誘
う
方

３
月
24
日（
日
）歩
け
歩
け
運
動
＆
花
見
会

　

花
笑
い
鳥
は
歌
う
が
雨
に
降
ら
れ
て
花
見
と
は
悲
し
い
日
な
り

　

光
が
丘
熟
年
の
会
に
新
し
く
誕
生

し
た
同
好
会
を
紹
介
し
ま
す
。
名
称

は
「
早
起
き
唄
お
う
会
」。
メ
ン
バ

ー
は
7
名
（
男
性
3
名
、女
性
4
名
）

で
す
。
毎
朝
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
や

軽
い
運
動
の
後
、
公
園
で
合
唱
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
隣
住
民
へ
の

配
慮
か
ら
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
場
所

を
移
し
、
気
兼
ね
な
く
大
声
を
出
し

て
、
声
帯
や
呼
吸
器
の
活
性
化
に
よ

る
健
康
増
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
ま
に
は
三
重
奏
・
五
重
奏
に
な

っ
た
り
し
ま
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い

と
昭
和
か
ら
令
和
ま
で
の
（
3
～
4

曲
）
を
合
唱
し
て
い
ま
す
。
誤
嚥
防

止
に
も
い
い
か
も
…
。

光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
熟
年
の
会
）

光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
熟
年
の
会
）

【
会
長　

志
田　

正
次
】

毎
朝
気
兼
ね
な
く
大
声
で
唄
う

「
早
起
き
唄
お
う
会
」誕
生

筑紫南

会
員
数

１
６
１
名
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スポンサーへのお礼

　このたびは「椿山」の発行にあたりま
して広告の掲載をいただき誠にありがと
うございました。
　本紙は、会員が豊かで幸せな生活を送
れるように願って発行いたしております。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を賜
りますようお願い申しあげます。
筑紫野市シニアクラブ連合会
� 会　長　島村　紀生

編 記後集
　猛威をふるっていた新型コロナウイルスも昨年 5
月から 5類に移行されたことにより、規制の緩和と
ともに、各地では行事が再開され賑わいを見せてい
ます。
　各校区・単位クラブの皆さんの活動も以前のよう
に活気が戻ってくることでしょう。暑い日々が続き
ますので熱中症に十分な注意が必要です。
　広報紙「椿山」は皆さんの活動の様子や随筆、文
芸などのご投稿をお待ちしております。

　文教部

　

健
康
長
寿
が
望
ま
し
い
が
、

フ
レ
イ
ル
状
態
に
（
加
齢
に
伴

っ
て
筋
力
や
精
神
力
な
ど
が
低

下
す
る
）
―
80
歳
に
近
く
な
る

と
、
人
間
の
体
も
あ
っ
ち
こ
っ

ち
に
ひ
ず
み
が
発
生
す
る
。
今

ま
で
で
き
た
事
が
で
き
な
く
な

る
。
気
力
・
体
力
が
衰
え
、
色
々

の
病
気
が
発
生
す
る
。
男
女
共
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
骨
粗
し
ょ

う
症
・
癌
等
の
発
生
率
が
高
く

な
る
。
皆
、
年
に
一
回
は
健
診
・

検
診
を
受
け
て
い
る
と
思
う
が
、

要
精
密
検
査
と
い
う
書
類
が
送

ら
れ
て
き
て
も
、
な
か
な
か
検

査
を
受
け
な
い
方
が
多
い
と
思

う
。
私
も
そ
の
一
人
、
永
年
大

腸
癌
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
と

の
、
書
類
が
来
た
が
、
10
年
前

に
受
診
し
そ
の
時
は
異
常
が
な

く
、
そ
れ
以
来
ほ
っ
て
い
た
。

最
近
、
過
敏
性
腸
症
候
群
の
兆

随随
想想

提
言
　
フ
レ
イ
ル
状
態
の
今
す
べ
き
事

提
言
　
フ
レ
イ
ル
状
態
の
今
す
べ
き
事

永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
雨
河
　
裕
樹

候
が
見
ら
れ
た
の
で
、
慌
て
て

近
く
の
医
院
で
、
大
腸
内
視
鏡

検
査
を
受
け
た
所
、
2
㎝
弱
の

大
き
な
ポ
リ
ー
プ
が
発
見
さ
れ

た
。
紹
介
状
を
書
い
て
頂
き
、

近
く
の
大
学
病
院
に
1
泊
2
日

の
大
腸
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
を
受

け
ま
し
た
。
約
1
時
間
程
、
自

身
も
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
ポ

リ
ー
プ
が
5
ケ
、
全
て
除
去
し

ま
し
た
。
1
ケ
月
後
に
良
性
か
？

悪
性
か
？
の
判
断
が
出
ま
す
。

良
性
な
ら
〝
ホ
ッ
ト
〟
す
る
が
、

悪
性
な
ら
ま
た
切
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
な
板
の
鯉
状
態
の
気

持
ち
で
す
。
病
院
の
同
室
に
は
、

悪
性
癌
の
方
も
い
て
、
大
変
そ

う
で
し
た
。
残
り
少
な
い
人
生
、

介
護
施
設
に
入
る
程
の
年
金
も

な
く
、
子
ど
も
達
に
迷
惑
を
掛

け
た
く
な
い
の
で
、
願
わ
く
は
、

ピ
ン
・
シ
ャ
ン
・
コ
ロ
リ
で
人

生
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
思
う
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
せ
ん

妄
の
指
摘
が
あ
り
、
料
金
に
「
せ

ん
妄
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加

算
」
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
本

人
は
、
ま
だ
し
っ
か
り
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
医
師
・
看
護

師
か
ら
見
る
と
充
分
に
「
ボ
ケ

老
人
」
の
仲
間
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
お
そ
ま
つ
で
す
。
残
り

少
な
い
人
生
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
日
帰

り
旅
行
等
を
楽
し
み
、
閻
魔
大

王
に
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

活
動
に
参
加
し
、
毎
日
の
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
、
悩
み
な
く
生

活
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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大
伴
旅
人
、
四
綱
な
ど
の
筑
紫
歌
壇

大
伴
旅
人
、
四
綱
な
ど
の
筑
紫
歌
壇  

第
二
弾

第
二
弾

第
三
回
歌
碑
歌
碑
・・
句
碑
句
碑
をを
歩
く
歩
く

今
よ
り
は
　
城
山
道
は

今
よ
り
は
　
城
山
道
は

さ
ぶ
し
け
む

さ
ぶ
し
け
む

我
が
通
は
む
と
　
思
ひ
し
も
の
を

我
が
通
は
む
と
　
思
ひ
し
も
の
を

　

万
葉
の
昔
か
ら
政
治
と
文
化
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
筑つ

く
し紫

。
多
く

の
歌
人
や
俳
人
が
ひ
と
と
き
の
歓
楽
を
詠
み
、
和
歌
や
俳
句
を
遺
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
筑
紫
野
に
あ
る
、
歌
碑
や
句
碑
を
訪
ね
ご
紹
介
し
ま
す
。

從今者　城山道者　不楽牟　吾將通常　念之物乎從今者　城山道者　不楽牟　吾將通常　念之物乎
これから先、基山越えの道は、楽しくないことだろう。これから先、基山越えの道は、楽しくないことだろう。
君（大伴旅人）のいない大宰府へ通おうというのに。君（大伴旅人）のいない大宰府へ通おうというのに。
葛井大成（ふじいのおおなり）。筑後守葛井連は百済葛井大成（ふじいのおおなり）。筑後守葛井連は百済
系渡来人。神亀 5年（728）、正六位から、外從五位系渡来人。神亀 5年（728）、正六位から、外從五位
下となった。大宰府官人。下となった。大宰府官人。
筑紫野市山口、九州自然歩道基山コース沿い筑紫野市山口、九州自然歩道基山コース沿い
※車では行けません。※車では行けません。

【原　文【原　文】】
【　訳　】【　訳　】

【作　者】【作　者】

【建設地】【建設地】

【原　文】【原　文】

【　訳　】【　訳　】

【作　者】【作　者】

【建設地】【建設地】

烏梅能波奈　知良久波伊豆久　志可須我尒烏梅能波奈　知良久波伊豆久　志可須我尒
許能紀能夜麻尒　由企波布理都々許能紀能夜麻尒　由企波布理都々
どこの梅の花が散っているのだろう。それなのに、この城の山（基山）にはどこの梅の花が散っているのだろう。それなのに、この城の山（基山）には
雪が降りつづけている。雪が降りつづけている。
※一説には大野山を詠んだとも言う※一説には大野山を詠んだとも言う
伴氏百代（ばんじのももよ）。大宰大監（四等官）、天平 2年（730）、旅人宅伴氏百代（ばんじのももよ）。大宰大監（四等官）、天平 2年（730）、旅人宅
の梅花宴での作。後に鎮西府の副將軍。の梅花宴での作。後に鎮西府の副將軍。
筑紫野市大字山口 2447 番地、県営山神ダム公園内。筑紫野市大字山口 2447 番地、県営山神ダム公園内。

梅
の
花
　
散
ら
く
は
い
づ
く

梅
の
花
　
散
ら
く
は
い
づ
く

　
し
か
す
が
に
　
こ
の
城
の
山
に

　
し
か
す
が
に
　
こ
の
城
の
山
に

　
　
　
　
雪
は
降
り
つ
つ

　
　
　
　
雪
は
降
り
つ
つ



「椿
ちんざん
山」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

これが私の生きがいこれが私の生きがい

北海道釣行記

永岡シニアクラブ（永寿会）

矢野　悦志

　

昭
和

　

昭
和
6060
年
、
自
衛
官
の
私
は
、

年
、
自
衛
官
の
私
は
、

転
勤
で
北
海
道
の
千
歳
で
勤
務
。

転
勤
で
北
海
道
の
千
歳
で
勤
務
。

以
下
、
北
海
道

以
下
、
北
海
道
1010
年
間
の
釣
行
記

年
間
の
釣
行
記

を
、
思
い
出
す
ま
ま
に
紹
介
し
ま

を
、
思
い
出
す
ま
ま
に
紹
介
し
ま

す
。
す
。

　

新
た
な
職
場
の
同
僚
に
渓
流
釣

　

新
た
な
職
場
の
同
僚
に
渓
流
釣

り
を
教
わ
り
、
以
来
約

り
を
教
わ
り
、
以
来
約
33
年
、
冬

年
、
冬

場
以
外
休
み
の
日
は
、
日
高
山
系

場
以
外
休
み
の
日
は
、
日
高
山
系

や
夕
張
な
ど
へ
釣
り
に
出
掛
け
た
。

や
夕
張
な
ど
へ
釣
り
に
出
掛
け
た
。

釣
り
の
方
法
は
、
ス
ピ
ナ
ー
（
ル

釣
り
の
方
法
は
、
ス
ピ
ナ
ー
（
ル

ア
ー
の
一
種
）
と
い
う
小
さ
な
疑

ア
ー
の
一
種
）
と
い
う
小
さ
な
疑

似
餌
で
、
エ
サ
は
不
要
。
竿
と
ス

似
餌
で
、
エ
サ
は
不
要
。
竿
と
ス

ピ
ナ
ー
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
ど

ピ
ナ
ー
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
ど

こ
で
も
釣
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
で
も
釣
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

私
は
常
時
車
に
準
備
し
て
い
た
。

私
は
常
時
車
に
準
備
し
て
い
た
。

千
歳
近
郊
で
は
、
仕
事
帰
り
に
水

千
歳
近
郊
で
は
、
仕
事
帰
り
に
水

路
や
小
川
で
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、

路
や
小
川
で
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、

ニ
ジ
マ
ス
等
を
釣
る
こ
と
が
で
き

ニ
ジ
マ
ス
等
を
釣
る
こ
と
が
で
き

た
。
北
海
道
の
夏
場
は
、
日
の
出

た
。
北
海
道
の
夏
場
は
、
日
の
出

が
早
く
、
出
勤
前
に
釣
り
に
行
く

が
早
く
、
出
勤
前
に
釣
り
に
行
く

こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

渓
流
釣
り
一
番
の
思
い
出
は
、

　

渓
流
釣
り
一
番
の
思
い
出
は
、

道
東
「
風
蓮
川
」
で
の
幻
の
魚
イ

道
東
「
風
蓮
川
」
で
の
幻
の
魚
イ

ト
ウ
釣
り
で
あ

ト
ウ
釣
り
で
あ

る
。
る
。
5050
～～
6060
㎝㎝

ク
ラ
ス
を
数
匹

ク
ラ
ス
を
数
匹

釣
っ
た
が
、
今
で

釣
っ
た
が
、
今
で

も
あ
の
時
の
感

も
あ
の
時
の
感

触
を
思
い
だ
す
。

触
を
思
い
だ
す
。

刺
し
身
で
食
べ

刺
し
身
で
食
べ

た
が
、
サ
ケ
・
マ

た
が
、
サ
ケ
・
マ

ス
の
種
で
う
ま

ス
の
種
で
う
ま

か
っ
た
。
１
０
０

か
っ
た
。
１
０
０

回
近
く
、
日
高

回
近
く
、
日
高

山
系
に
釣
り
に

山
系
に
釣
り
に

行
っ
た
が
、幸
い
、

行
っ
た
が
、幸
い
、

ヒ
グ
マ
に
遭
遇

ヒ
グ
マ
に
遭
遇

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

渡
道

　

渡
道
44
年
目
か
ら
は
海
釣
り
も

年
目
か
ら
は
海
釣
り
も

始
め
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

始
め
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

苫
小
牧
近
郊
の
埋
立
地
で
、
家
族

苫
小
牧
近
郊
の
埋
立
地
で
、
家
族

を
連
れ
、
友
人
家
族
と
共
に
、
発

を
連
れ
、
友
人
家
族
と
共
に
、
発

電
機
・
投
光
器
を
持
っ
て
イ
ワ
シ

電
機
・
投
光
器
を
持
っ
て
イ
ワ
シ

釣
り
。
釣
っ
た
イ
ワ
シ
を
そ
の
場

釣
り
。
釣
っ
た
イ
ワ
シ
を
そ
の
場

で
捌
き
、
刺
し
身
や
焼
い
て
酒
の

で
捌
き
、
刺
し
身
や
焼
い
て
酒
の

肴
と
し
て
よ
く
飲
ん
だ
。
ま
た
、

肴
と
し
て
よ
く
飲
ん
だ
。
ま
た
、

波
止
で
は
、
北
海
道
の
タ
イ
と
言

波
止
で
は
、
北
海
道
の
タ
イ
と
言

わ
れ
る
ソ
イ
釣
り
に
秋
口
ま
で
連

わ
れ
る
ソ
イ
釣
り
に
秋
口
ま
で
連

日
、
夜
釣
り
に
通
っ
た
。
ソ
イ
は

日
、
夜
釣
り
に
通
っ
た
。
ソ
イ
は

タ
イ
よ
り
う
ま
い
と
今
で
も
思
っ

タ
イ
よ
り
う
ま
い
と
今
で
も
思
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

知
床
で
、
職
場
の
若
い
隊
員
の

　

知
床
で
、
職
場
の
若
い
隊
員
の

親
が
漁
師
を
し
て
お
り
、
何
回
も

親
が
漁
師
を
し
て
お
り
、
何
回
も

釣
り
や
遊
び
に
行
っ
た
。
カ
ラ
フ

釣
り
や
遊
び
に
行
っ
た
。
カ
ラ
フ

ト
マ
ス
、
水
ダ
コ
、
ホ
ッ
ケ
、
鮭

ト
マ
ス
、
水
ダ
コ
、
ホ
ッ
ケ
、
鮭

等
々
、
魚
影
が
濃
く
、
楽
し
ま
せ

等
々
、
魚
影
が
濃
く
、
楽
し
ま
せ

て
も
ら
っ
た
。

て
も
ら
っ
た
。

　

一
昨
年
、
家
族
３
人
で
約

　

一
昨
年
、
家
族
３
人
で
約
11
週週

間
、
十
数
年
ぶ
り
に
北
海
道
を
旅

間
、
十
数
年
ぶ
り
に
北
海
道
を
旅

行
し
た
。
も
ち
ろ
ん
知
床
に
も
行

行
し
た
。
も
ち
ろ
ん
知
床
に
も
行

き
、
ウ
ト
ロ
漁
港
の
展
望
台
に
も

き
、
ウ
ト
ロ
漁
港
の
展
望
台
に
も

登
っ
た
が
、
遊
覧
船
は
ま
だ
出
て

登
っ
た
が
、
遊
覧
船
は
ま
だ
出
て

い
な
か
っ
た
。
翌
日
旭
川
に
向
か

い
な
か
っ
た
。
翌
日
旭
川
に
向
か

う
車
中
で
、
昨
日
行
っ
た
ウ
ト
ロ

う
車
中
で
、
昨
日
行
っ
た
ウ
ト
ロ

漁
港
か
ら
出
港
し
た
遊
覧
船
「
カ

漁
港
か
ら
出
港
し
た
遊
覧
船
「
カ

ズ
ワ
ン
」
の
事
故
を
知
っ
た
。
北

ズ
ワ
ン
」
の
事
故
を
知
っ
た
。
北

海
道
の
大
自
然
は
本
当
に
す
ば
ら

海
道
の
大
自
然
は
本
当
に
す
ば
ら

し
い
。
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

し
い
。
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
ま
た
北
海
道

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
ま
た
北
海
道

に
行
き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

に
行
き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

で
あ
る
。


